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地方自治体の情報政策における課題 

A study on the problem of E-Government in local government 
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Today, most of local governments try to promote the original policies for reducing the costs and corresponding to the 
additional social services using information technologies. This paper describes the exiting problems of these promotions 
named E-government, and discusses the necessity of cooperation between the information policy and computer sciences. 

 

1. 始めに 
現在，地方自治体は，e-Japan 戦略に始まり最近提示された

IT 政策パッケージまで，日本政府が提示する情報政策のビジョ

ンに基づき，電子自治体の構築に取り組んでいる[IT 戦略本部]．
産業振興を担当する都道府県，具体的な住民サービスを展開

する市区町村と自治体毎に役割は異なるものの，行政サービス

の電子化は，三位一体改革による自治体改革の中核をなす施

策であり，今後の地方自治において重要な役割を占める．しか

し，多くの地方自治体は情報技術に関する知見に乏しく，具体

的に推進される情報政策は，単なる既存業務の電子化やインフ

ラ整備が主軸となる事も多い． 
本稿では,地方分権と呼称される事も多い現在の地方自治を

取り巻く状況を踏まえ，地方自治体の情報政策の主目的と課題

を捉え，その目的の具現化と課題解消のために，我々研究者

がなすべき役割について提案する．  

2. 既存情報政策における課題 
現在の地方自治体を取り巻く状況変化は，2000 年に施行さ

れた「地方分権一括法」，並びに 1994 年に日本政府が設置し

た「高度情報通信社会本部」と同年閣議決定された「行政情報

化推進化計画」に起因する[情報化推進国民会議 2003][地方

分権一括法]．この「地方分権一括法」は，地方自治体が執行し

てきた国の下部機関としての期間委任事務の廃止と，日本政府

から各地方自治体への大幅な権限委譲を目的としたものであり,
各地方自治体は，独自の政策立案が可能になる一方で，委譲

された権限業務を従来と同様の予算規模，人員体制で実施し

なければならず，重い財政負担が強いられることとなった[地方

分権改革推進会議]．市町村合併は，この財政負担に対応でき

る規模まで小規模な自治体の規模を拡大しようという試みであり，

一定の効果が期待される[井熊 2000]．その一方，行政区分の

広域化によるコスト増大と行政サービス低下が課題とされた．

2000 年の IT 戦略会議，2001 年に施行された「高度情報通信

ネットワーク社会形成基本法（IT 基本法）」に始まり 2005 年に提

示された IT 政策パッケージまで，日本政府が提示する一連の

情報政策は，このような地方分権の課題の対処方策に他ならな

い[e-Japan2004][GLOCOM2003] [情報化推進国民会議 2003]．  
すなわち，地方自治体の情報政策の主目的とは，コスト削減

と行政サービスの低下防止の両立であり，従来行政職員が実

施してきた内容と同程度の行政サービスを合併等により広域化

された範囲に対して実現するための情報技術の適用である．こ

の目的を実現するためには，単に既存行政サービスを情報化

するのではなく，行政サービスの根幹に立ち返り，人間と同等の

サービスを処理する情報システムの具現化に他ならず，コンピュ

ータサイエンス分野の知見が必要とされている． 
しかし，現実には，行政サービスの根幹に踏み込んだ議論が

なされずに情報政策が推進されコスト増大を招く場合も存在す

る．例えば，2002 年に岡山県内の市長選挙の電子投票化がな

された．有権者の指示や開票の迅速化等の効果がある一方，

約 55 万円の人件費削減効果に対し，約 1286 万円の経費増と

いう結果となった[新見市]．また，e-Japan 戦略 II の重点項目と

して各地方自治体が推進した行政ポータルは，行政サービスの

窓口を担う自治体情報化の主軸と捉えられているが，各住民ニ

ーズを無視した一元的な「お役所仕事」を提供するシステムとな

りかねない．岐阜県は，同ポータルにパーソナライズ機能を付

加し，住民ニーズに即した行政サービスの提供を行い，一定の

効果をあげた[岐阜県]．しかし,この方策はあくまで選択肢を増

大させたに過ぎず，従来行政職員が窓口業務において実施し

てきた行政サービスと比較するとサービスレベルが低下している

ことは明らかである．単純な選択肢増大ではない，どのような情

報技術の適用が行政サービス向上につながるかを踏まえた情

報システムの導入，情報政策の立案が求められている． 

3. 情報政策立案現場への研究者の関与方策 
欧米社会では，大学等の研究者が政府や地方自治体の行

政施策立案に関与する事例が多く存在するのに対し，我が国

では日本政府の政策立案の一部に過ぎず，特に地方自治体の

政策立案現場ではこのような事例はごく限られている[情報化推

進国民会議 2003]．この現状に対し，行政を含めた地域の情報

化に関する課題を様々な側面から捉える試みの一つとして，

2005 年 4 月には情報社会学会1が設立され，経済，経営，情報

技術，政治等の多様な分野の研究者が参加している．この種の

学際的な取り組みは，多種多様のサービスが存在する行政の

課題を包括的に捉える利点を持つ一方，情報政策に関する議

論を共通の技術基盤や知識基盤を有さない研究者間で実施す

る事になり，課題の掘り下げが困難となる危険性を持つ．コンピ

ュータサイエンス分野の枠組み内での地方自治体の情報政策

に関する議論が，課題の掘り下げとコンピュータサイエンス分野

の多様な研究者の参加につながると考えられる． 
神成淳司．国際情報科学芸術アカデミー講師，岐阜県情報技

術顧問．〒503-0014 岐阜県大垣市領家町 3-95．Tel:0584-

75-6600，Fax:0584-75-6637,E-mail kaminari@computer.org 

                                                  
1 http://www.infosocio.org/ 
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上述のように，日本政府が実施する情報政策の多くは，研究

者が政策立案に参加し知見を適用している．実際，現在 IT 戦

略本部が提示する様々な情報政策の多くは，情報科学分野の

研究者が参加し知見を適用している[IT 戦略本部]．しかし，具

体的な行政サービスの担い手ではない政府が描く情報政策は，

各地方公共団体が実施すべき理念の提示が主目的である．そ

の理念をどのように具現化するかは，各地方自治体の手に委ね

られる．この具現化作業への情報科学の知見適用こそが，現状

の情報政策の課題を是正する方策と考えられるものの，そのよう

な事例はごく限られており，結果として，地方行政に関与した経

験を持つ情報科学分野の研究者は国内にほとんど存在しない

という状況である．そこで，地方自治体の一つとして，岐阜県職

員を対象にこの状況の原因についてヒアリング調査したところ，

研究者側の課題として以下の点が指摘された． 
第 1 に，行政の評価システムに関する研究者側の知見不足

である．行政における政策立案は，その政策の目的に即して過

去の手法と比較した新規手法の有用性が重視され，手法自身

の新規性は評価対象とならない．地方行政における行政サービ

スの基本方針や目的に即した手法評価の仕組みが必要なので

ある．第 2 に，研究者が基本的に政策立案への参加を拒否す

る傾向があるという点である．政策立案への参加は，研究成果と

してみなされないため，その研究者が本来実施している研究テ

ーマの進展の阻害要因でしかないのである．そして第 3 に，研

究者の政策への知見適用が，私的な意見として評価されやす

いという点である．政策立案に参加する研究者が限られると，特

定の研究者の意見が常に政策へと反映されることになる．公平

な議論が必要とされる行政において，この種の独占的な知見適

用は本質的に回避すべき点なのである．特に情報公開が義務

付けられた行政における政策立案は，この種の公平性が，議論

の有益性よりも重視される事が多いのである[総務省:情報公開]． 
これら 3 点の要因により，全国各地においてコンピュータサイ

エンス分野の知見が適用されない情報政策立案が進展し，研

究者の行政への関与は，情報システムの調達審査等の一部の

末端業務に限定されていたと考えられる． 
そこで，この状況に対し，研究者側がなすべき以下の取り組

みを提案する．まず第 1 に，各地方自治体が実施する情報政

策と，行政職員が実施してきた従来型行政サービスを，住民へ

のサービスという観点に基づいた評価をここの研究者が個別に

実施するという事である．この際，適用された技術の評価ではな

く，住民サービスの向上・低下度合いの評価とその具体的内容

に関する分析を実施することが重要である．第 2 に，これら各研

究者が実施した評価分析を，人工知能学会等の，コンピュータ

サイエンスを専門領域とする学術誌や学会大会等で論文として

発表するということである．論文発表は，個々の研究者が持つ

自治体の政策立案に関する知見を共有させ，活動自身が研究

成果として評価されることにつながる．さらには，実施した分析

や評価内容が研究分野内での議論対象として存在するため，

研究者の意見が個人の私的見解に過ぎないという指摘を回避

する効果も期待される．第 3 に，論文や議論の成果を，総務省

等に設置された行政情報化推進会議，マスメディアが保有する

研究機関，並びに全国知事会1等の地方六団体に提示すること

である．マスコミ系の研究機関の参加は，議論の成果を国民に

広く公開する可能性を高めると共に，その評価が私的なもので

あるという指摘への対処としても有効である．実際に，日経新聞

はこの種の受け皿として日経デジタルコア2を組織し，研究者の

                                                  
1 http://www.nga.gr.jp/ 
2 http://www.nikkei.co.jp/digitalcore/ 

参加を呼びかけている．また，地方六団体は全国の地方自治

体が所属する広域的な組織であり，多くの地方自治体の参加を

促すことが期待される[地方六団体]．そして第 4 に，これら議論

に参加した研究者自身が，自分が所属する地元の地方自治体

にこれらの取り組みを紹介し，具体的な情報政策の取り組みを

提案することである． 
このように取り組みをまとめると，研究者側が最もなすべき点

は，2 点目にあげた学会活動，論文発表であると考えられる．日

経デジタルコアや全国知事会等の組織は基本的に研究者側の

アプローチを期待している．また，前述の 3 つの課題への対処

がなされることで，4 点目にあげた地元自治体との連携も容易と

なる．現在，各地方自治体が市町村合併等の雑務に負われて

おり，研究者側の取り組みが大きな進展をもたらすと考えられる． 
取り組み自身は，各地方自治体の情報政策全般である必要

は必ずしもない．「高齢介護」や「防災」等の既に課題とされてい

る具体的なテーマに関する取り組みは，自治体側も取り組みや

すく迅速な対処が期待できる．「高齢介護」分野では，介護保険

の破綻が懸念されているたえ，要介護者の自立と介護側の負

担を軽減する施策が求められている．また，「防災」では，各自

治体が導入済みの防災システムの対処範囲外となる大規模災

害への対処や更なる被害軽減化効果がある施策が求められて

いる．大都市大震災軽減化特別プロジェクト(大大特)等の防災

関連プロジェクトの成果や知見適用が期待される[大大特]． 

4. 終わりに 
本稿では，地方自治体の情報政策の現状と課題分析に基づき，

研究者側が実施すべき具体的取り組みを提案した．地方自治

体の情報政策は，コンピュータサイエンス分野の研究を現実世

界に適用させる機会であり，その効果が大きく期待される分野

でもある．今後地方自治体の責務はますます増大し，情報政策

の重要性も更に高まることが予想される．一刻も早く具体的な取

り組みを始める事が地方自治体においても期待されている． 

参考文献 
[IT 戦略本部]IT 戦略本部: http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/ 
[井熊 2000]井熊均:電子自治体,日刊工業新聞社,2000. 
[e-Japan2004]高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部：e-
Japan 重点計画-2004，http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/,2004. 
[岐阜県] 岐阜県: 岐阜ポータル,http://www.pref.gifu.lg.jp/  
[GLOCOM2003]国際大学 GLOCOM: 地域情報化研究会 , 
http://www.glocom.ac.jp/project/chiiki-book/ 
 [情報化推進国民会議 2003]情報化推進国民会議事務局:電
子自治体入門，NTT 出版，2003． 
[総務省:情報公開]総務省:情報公開制度，http://www.soumu. 
go.jp/gyoukan/kanri/jyohokokai/ 
[大大特 ]大大特 :大都市大震災軽減化特別プロジェクト，

http://www.kedm.bosai.go.jp/japanese/daidaitoku/ 
[ 地 方 六 団 体 ] 地 方 六 団 体 : 三 位 一 体 改 革 推 進 ネ ッ ト , 
http://www.bunken.nga.gr.jp/ 
[地方分権一括法]地方分権改革推進会議:推進地方分権一括

法: http://www.bunken.nga.gr.jp/siryousitu/ikatuhou.html 
[地方分権改革推進会議]地方分権改革推進会議：地方分権改

革推進会議，http://www8.cao.go.jp/bunken/. 
[内閣府 2002] 内閣府:IT が拓く地域社会の発展可能性に関す

る調査,http://www5.cao.go.jp/keizai2/2002/0328report-2-s.pdf 
[新見市]新見市: http://www.city.niimi.okayama.jp 
[日経 BP E-GOV]日経 BP:日経 BP 電子自治体ポータル,http:// 
itpro.nikkeibp.co.jp/govtech/ 

- 2 - 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


